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れまでに RPE 細胞の増殖制御に関する研究は数多くなされてきた。しかし、RPE 細胞が、網膜の外傷
後、最初に細胞周期に進入するメカニズムについては、良い実験系がないためほとんど研究されてこな
かった。そこで本研究では、イモリにおいて新たな実験系を開発し、この問題にアプローチした。 
まず、in vitro で網膜除去手術を施し、RPE を眼球の後極側半分の組織（Retina-less eye-cup: RLEC）













































平成 26 年 1 月 8 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終
試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査
委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
